
IB（国際バカロレア）DP（ディプロマプログラム）の

教育手法を援用した『日本史』授業の一試案

浅 井 信 雄

� はじめに

文部科学省「2030年の社会と子供たちの未来」1)によ

れば、「2030年には、少子高齢化が更に進行し、65歳以

上の割合は総人口の�割に達する一方、生産年齢人口は

総人口の約58％にまで減少」。また、「グローバル化、情

報化、技術革新等といった変化は、全ての子供たちの生

き方に影響する」とされている。こういった「予測でき

ない未来に対応するためには、社会の変化に受け身で対

処するのではなく、主体的に向き合って関わり合い、そ

の過程を通して、一人一人が自らの可能性を最大限に発

揮し、よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出していく

ことが重要」であり、そのためには、「解き方があらか

じめ定まった問題を効率的に解ける力を育むだけでは不

十分」であり、これからの子供たちには、「社会的・職

業的に自立した人間として、伝統や文化に立脚し、高い

志と意欲を持って、蓄積された知識を礎としながら、膨

大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを

立ててその解決を目指し、他者と協働しながら新たな価

値を生み出していくことが求められる」。さらに、「学校

の場においては、子供たち一人一人の可能性を伸ばし、

新しい時代に求められる資質・能力を確実に育成してい

くことや、そのために求められる学校の在り方を不断に

探究する文化を形成していくことが、より一層重要にな

る」と述べられている。

また、「学力については、『基礎的な知識及び技能』、

『これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、

判断力、表現力その他の能力』及び『主体的に学習に取

り組む態度』の、いわゆる学力の三要素から構成される

『確かな学力』をバランス良く育むことを目指し、教育

目標や内容が見直されるとともに、習得・活用・探究と

いう学習過程の中で、学級やグループで話し合い発表し

合うなどの言語活動や、他者、社会、自然・環境と直接

的に関わる体験活動等を重視すること」が主張されてお

り、「社会の変化に向き合い適切に対応していくため、

学校教育を通じて育むべき資質・能力を教育課程全体の

構造の中でより明確にし、それらを子供たちが確実に身

に付けることができるよう、教育課程の全体像を念頭に

置きながら日々の教育活動を展開していくこと」が求め

られている。

このような状況にあって、高等学校の場合、2019年改

訂、2022年度から次期学習指導要領の実施が予定されて

いる。次期学習指導要領2)においては、「育成をめざす

資質・能力」の三つの柱として、①生きて働く知識・技

能の習得、②未知の状況にも対応できる思考力・判断

力・表現力等の育成、③学びを人生や社会に生かそうと

する学びに向かう力・人間性の涵養が示されている。さ

らに、これからの時代に必要な資質・能力を育むために、

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を引き出

す指導者の不断の授業改善への姿勢が求められている。

ところで、文部科学省は「国際バカロレア・ディプロ

マプログラム Theory of Knowledge（TOK）について」3)

のなかで、日本の教育と IB（国際バカロレア）教育と

の関係について次のように述べている。「変化の激しい

これからの時代を生き抜くために、我が国の学習指導要

領では、知・徳・体のバランスのとれた力である『生き

る力』の育成を理念とし、基礎的・基本的な知識・技能

の習得と、知識・技能を活用し、自ら考え、判断し、表

現する力の育成を重視しています。この理念は、IBO

が掲げる理念と方向性を同じくする面があり、IB 教育

は我が国が掲げる理念の実現に資する一つの方法となる

可能性を持つと考えられます。IB 教育においては、知

識・技能の活用という点に実践的に取り組んでおり、上

述のとおり、理念の実現に向け、学習方法や評価方法を

徹底することで、生徒はレポートやエッセイなどの提出

物、社会奉仕活動など、課題遂行のために相当の勉強や

実践を行うことが求められます。課題発見・解決能力、

論理的思考力、コミュニケーション能力をはじめ、文章

執筆能力、プレゼンテーション能力などが培われ、物事

を多様な観点から考察する訓練になるといった点におい

て、優れたカリキュラムと言える」と日本の教育と IB

（国際バカロレア）教育が同じ理念と方向性を有するも

のであることが指摘されている。

また、最近の研究によれば、例えば津山直樹氏4)は、

次期学習指導要領の理念（目標）と IB（国際バカロレ

ア）の教育には共通性があるとして以下の点を挙げてい

る。①生徒一人ひとりの主体性を重んじ、個々のメタ認

知を育成することを重要視している点、②国民国家の担

い手であると同時に国際社会の形成者でもあり、平和で

民主的な国家・社会を創造するためにものごとの真理や
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事実を探求することを重要視している点、③社会の中枢

を担うリーダーの資質を育成する点、④知識・理解の習

得のみでなく、論理的思考力・批判的思考力などを組み

合わせて獲得すべき資質としている点である。

さらに、半田淳子氏5)は、次期学習指導要領の文言に

は、能力を記述する表現 can‒do‒statement（「〜できる

ようにする」）が積極的に採用されている。「〜できる」

という目標は「逆向き設計」の考え方であり、「協働学

習」も「逆向き設計」も IB（国際バカロレア）のカリ

キュラムの特徴である。このように、次期学習指導要領

に示されている新しい教育過程の理念と、IB（国際バ

カロレア）が示す使命や理念は共有されており、「とも

に日本の学校教育に貢献しよう」とするものであると指

摘している。

本稿では、次期学習指導要領をふまえて、IB（国際

バカロレア）DP（ディプロマプログラム）の「歴史」

の教育手法を援用した授業案を提示したい。それにより

一条校のなかでも、とくに基礎学力の不足している生徒

や学習意欲の面での課題が指摘される生徒であっても

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を引き出

すことができる授業を模索したい。

� IB（国際バカロレア）の教育手法を取り入れた授業

実践例

ここ数年、IB（国際バカロレア）の教育手法を用い

た授業実践例・研究が発表されている。その主なものと

して、まず、青木一真氏6)の実践がある。氏は、2015年

に日本で初めて IB（国際バカロレア）DP（ディプロマ

プログラム）を実施した東京都立国際高等学校での実践

例を紹介している。また、畑尻麻紀氏7)は、「国際バカ

ロレアの趣旨を踏まえた教育の推進に関する調査研究」

（2012年〜13年）に指定された札幌聖心女子学院におい

て、「オスマン帝国を例にした世界史演習」での取り組

みを紹介している。さらに同じく、「国際バカロレアの

趣旨を踏まえた教育の推進に関する調査研究」の指定校

である愛知県立旭丘高等学校において、「TOK（知の理

論）」の趣旨を踏まえた森也寸司氏8)の『倫理』の授業

がある。さらに、先に紹介した津山氏9)は、国際バカロ

レアと学習指導要領を「逆向き設計」論を援用すること

によってインターフェイスさせ、国立大学の入試問題を

パフォーマンス課題とし、評価規準を「知識」「スキル」

「概念」に分けて設定し評価した取り組みを報告してい

る。さらに、橋本直賢氏10)は、「評価目標（Assessment

objectives）」に着目し、それを分析することでDP歴史

が評価する能力を明らかにしている。

社会科以外の教科における実践例としては、道中博司

氏11)が、IB の中等教育プログラム（MYP）の教育手法

を取り入れた英語授業を行い、その効果を調査してい

る。

国語科では、井上志音氏12)による一条校における

「TOK（知の理論）」の趣旨を踏まえた国語教育の実践

と、教科横断を導入した国語科探求学習の実践がある。

この他、教科での実践例ではないが、矢野裕俊氏13)は、

「質の高い中等教育の不可欠の属性として『CAS（創造

性・奉仕・活動）』を学習の中核的な部分に組むことこ

そ、これからの市民を育てる高等学校教育過程のあり方

を考えるうえで重要な示唆を与えているように思われ

る」と IB（国際バカロレア）教育プログラムのコアの

ひとつである「CAS（創造性・奉仕・活動）」に言及さ

れている。また、2016年より国際バカロレア関心校であ

る大阪教育大学池田地区附属高等学校の梶木尚美氏14)

は、総合的な学習の時間に「TOK（知の理論）」思考法

を意識して取り入れた授業実践を紹介している。

以上のように、IB（国際バカロレア）の教育手法を

用いた教育実践が報告されているが、今後さらに積極的

に導入されていくと思われる。続いて次章において、

IB（国際バカロレア）が目指す教育についてみていき

たい。

� IB（国際バカロレア）の目指す教育

国際バカロレア（IB：international Baccalaureate）

と は、国 際 バ カ ロ レ ア 機 構（IBO：International

Baccalaureate Organization）が提供する�歳から19歳

までの幼児および児童生徒を対象とした一貫教育プログ

ラムのことである。

1968年に創設された「IB ディプロマプログラム」

（DP：Diploma Programme，16歳から19歳）をはじめ、

1994年には「IB 中等教育プログラム」（MYP：Middle

Years Programme，11歳〜16歳）が、そして1997年に

は「IB 初等教育プログラム」（PYP：Primary Years

Programme，�歳〜12歳）が設置された。さらに、

2012年には「キャリア関連プログラム」（CP：Career‒

related Programme）がスタートし、16歳から19歳まで

の生徒に新たな教育の選択肢を提供している。

ところで、「IB の使命」と『教育基本法』前文は基本

的には同じ趣旨が述べられているという半田氏の指摘15)

がある（下記表①参照、下線は半田氏による）。

さらに、2007年に策定された「IB の学習者像」も日

本の『教育基本法』と同じ理想を共有していることが指

摘されている（下記表②参照、下線は半田氏による）。

ところで、国際バカロレア機構（IBO）によると16)、

すべての IBプログラムは、「国際的な視野をもつ人間」、

「人類に共通する人間らしさと地球を共に守る責任を認

識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する
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人間」の育成を目指している。そして、この価値観に即

して、①学習者を中心に置く、②「指導」と「学習」に

おいて効果的な方法を展開する、③グローバルな視野に

立って取り組む、④意味のある学習内容を探求する、と

いう�つの特徴が一体となって IB の教育が形づくられ

ているのである。

上記�つの特徴のうち、IB（国際バカロレア）にお

ける「指導」と「学習」に関して、内藤満地子氏は以下

のように述べている17)。「IB の指導において、教師の役

割はまとめ役に近く、生徒はより探求的な性質をもつよ

うになる。生徒自身が『IB の学習者像』を体現し、生

徒の学習成果物にも『IB の学習者像』が反映されるよ

うに促していく。従来の情報伝達式の指導に満足してい

るか、またはそれに慣れている生徒は、何を学ぶべきか

を指示されるのでなく、自分のために学ぶことが求めら

れる IB の教室のあり方に、最初のうちは適応するのを

難しく感じるかもしれない。教師にとっても自身の裁量

で判断し、工夫しながら授業実践をできることには大い

に興味をそそられるかもしれないが、IB の理想と目標

を実現させるためには、周到な計画と準備を継続して行

う努力が必要である。教師もまた、『生涯にわたって学

び続ける』存在でなくてはならない。IB プログラムの

実践は、決して平坦な道のりではない。しかし、これら

の『指導の方法』と『学習の方法』によるプロセス重視

の「スキル」に基づく指導の実践は、教師と生徒の両方

にとって魅力的なものになると言える。それは、IB の

目指す教育が、単に学力を重視するだけではなく、知的

に物事を考え、実際に社会に貢献する力を養うものだか

らである。」

先に見たように、従来から行われている知識伝達型、

チョーク＆トークによる一方向的な授業形態に慣れた教

師は早急に意識の変革をしていかなければならないであ

ろう。

� DP（ディプロマプログラム）「歴史」の「学習の方

法」と「指導の方法」

この章では、『「歴史」指導の手引き 2017年第�回試

験』18)を参考に、DP（ディプロマプログラム）及び DP

（ディプロマプログラム）「歴史」をみていくことにする。

DP（ディプロマプログラム）は「16歳から19歳まで

の大学入学前の生徒を対象とした、綿密に設計された教

育プログラム」である。「知識豊かで探究心に富み、思

いやりと共感する力のある人間を育成することを目的」

としている。また、「多様な文化の理解と開かれた心の

育成に力を入れており、さまざまな視点を尊重し、評価

するために必要な態度を育むことを目的」としている。

DP（ディプロマプログラム）では、「幅広い学習分野

を同時並行して学ぶのが特徴」で、�つのコアである

「EE：課題論文（Extended essay）、「TOK：知の理論

（Theory of knowledge）」、「CAS：創造性・活動・奉仕

（Creativity，activity，service）」と、�つのグループ「言

語と文字（Studies in language and literature）」（グルー

プ�）と「言語の習得（Language acquisition）」（グルー

プ�）で現代言語を計�言語（または現代言語と古典言

語を�言語ずつ）、「個人と社会（Individuals and

societies）」（グループ�）から人文または社会科学を�

科目、「理科（Sciences）」（グループ�）から�科目、「数

学（Mathematics）」（グループ�）から�科目、そして

「芸術（The arts）」（グループ�）から�科目を履修す

る。ただし、「芸術（The arts）」から�科目選ぶ代わり

に、他の教科で�科目選択することもできる。通常�科

目（最大�科目）を上級レベル（HL：Higher Level）、

その他を標準レベル（SL：Standard Level）で履修し、

HL科目の学習に240時間、SL科目の学習に150時間を

割りあてることを推奨している。
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国際バカロレア（IB）

は、多様な文化の理解と

尊重の精神を通じて、よ

り良い、より平和な世界

を築くことに貢献する、

探究心、知識、思いやり

に富んだ若者の育成を目

的としています。

我々日本国民は、たゆまぬ努力によって

築いてきた民主的で文化的な国家を更に発

展させるとともに、世界の平和と人類の福

祉の向上に貢献することを願うものである。

我々は、この理想を実現するため、個人

の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公

共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を

備えた人間の育成を期するとともに、伝統

を継承し、新しい文化の創造を目指す教育

を推進する。

IB の使命（一部抜粋） 「教育基本法」前文（一部抜粋）

表①【「IB の使命」と『教育基本法』前文】（半田氏に
よる）

・探求する人

（Inquirers）

・知識のある人

（Knowledgeable）

・考える人

（Thinkers）

・コミュニケーション

ができる人

（Communicators）

・信念をもつ人

（Principled）

・心を開く人

（Open-minded）

・思いやりのある人

（Caring）

・挑戦する人

（Risk-takers）

・バランスのとれた人

（Balanced）

・振り返りができる人

（Reflective）

�．幅広い知識と教養を身に付け、真理を求

める態度を養い、豊かな情操と道徳心を

培うとともに、健やかな身体を養うこ

と。

�．個人の価値を尊重して、その能力を伸ば

し、創造性を培い、自主及び自律の精神

を養うとともに、職業及び生活との関連

を重視し、勤労を重んずる態度を養うこ

と。

�．正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と

協力を重んずるとともに、公共の精神に

基づき、主体的に社会の形成に参画し、

その発展に寄与する態度を養うこと。

�．生命を尊び、自然を大切にし、環境の保

全に寄与する態度を養うこと。

�．伝統と文化を尊重し、それらをはぐくん

できた我が国と郷土を愛するとともに、

他国を尊重し、国際社会の平和と発展に

寄与する態度を養うこと。

IB の学習者像（原文） 「教育基本法」（教育の目標）

表②【「IBの学習者像」と『教育基本法』】（半田氏による）



いずれのレベルにおいても、さまざまなスキルを身に

つけるが、特に批
クリ

判
ティ

的
カル

な思考と分析に重点を置いてい

る。生徒の学力は各科目の修了時に、学校外で実施され

る IB による外部評価で評価される。また、多くの科目

で、科目を担当する教師が評価する課 題
コースソーク

を課している。

す べ て の DP 科 目 に 共 通 す る「指 導 の 方法
アプローチ

（approaches to teaching）」と「学習の方法
アプローチ

（approaches

to learning）」とは、「指導や学習の場を満たす熟考され

たストラテジー、スキル、取り組み姿勢を意味」してい

る。「指導の方法
アプローチ

」も「学習の方法
アプローチ

」も「『IB の学習

者像』に示されている人物像と本質的に関連」している。

�つの「学習の方法
アプローチ

」とは、「思考スキル」、「社会性

スキル」、「コミュニケーションスキル」、「自己管理スキ

ル」、「リサーチスキル」のことで、各スキルの習得と、

�つの「指導の方法
アプローチ

」である「探求を基盤とした指導」、

「概念に重点を置く指導」、「文脈化された指導」、

「 協 働
コラボレーション

に基づく指導」、「生徒の多様性に応じて

差 別 化
ディファレンシエーション

した指導」、「評価を取り入れた指導」には

IB（国際バカロレア）の教育を支える重要な価値観と

原則が含まれている。

続いて、DP（ディプロマプログラム）「歴史」につい

て、『「歴史」指導の手引き2017年第�回試験』を参考に

みていくことにする。

「歴史」は、「過去との対話」という興味深いテーマを

伴う、ダイナミックかつ論争も多い実証的な学問分野

で、「変化」、「原因」、「重要性」といった主要概念に重

点を置く、厳密で知的な学問分野でもある。DP（ディ

プロマプログラム）「歴史」は、史実を学習するだけで

なく、歴史的背景を踏まえて物事を考え、歴史学的な研

究のスキルを身につけるよう生徒に奨励することを重視

しており、特に、批判的思考のスキルを養い、歴史に複

数の解釈があることを理解することが重要とされてい

る。

また、DP（ディプロマプログラム）「歴史」では、「変

化」、「連続性」、「原因」、「結果」、「重要性」、「観点」の

�つの主要概念に重点を置いている。さらに、「個人と

社会（Individuals and societies）」（グループ�）の科目

すべてについて�つの学習のねらいが記されている

が19)、それに加えて、「歴史」では次の点もねらいとし

ている。「�．過去に対する理解と、過去への飽くなき

興味を育む」、「．多数のものの見方に触れて、歴史的

な概念、問題、出来事、発展の複雑さに価値を認めるよ

う奨励する」、「�．複数の地域の歴史を学ぶことによ

り、国際的な視野を育てる」、「10．学問領域としての歴

史に対する理解を育み、年代や前後関係の感覚をはじめ

とする歴史的な意識を育て、歴史に対する異なる視点の

理解を育む」、「11．文献を的確に扱うスキルなど、歴史

学の重要なスキルを習得する」、「12．過去を考察するこ

とにより、自分自身と現代の社会に対する理解を深め

る」。「歴史」は暗記物といわれるが、DP（ディプロマ

プログラム）では歴史的思考力の育成に力点が置かれて

いるといえよう。

以上、DP（ディプロマプログラム）「歴史」について

述べた。続いて、DP（ディプロマプログラム）「歴史」

の授業設計についてみていきたい。

� DP（ディプロマプログラム）「歴史」の授業設計

DP（ディプロマプログラム）「歴史」は、「授業で扱

うトピックの選択に関してかなりの自由度が教師に与

え」られており、「教師は生徒のニーズや興味を最適な

かたちで満たすようなコースづくり」をすることができ

る。まず、ステップ�は、�つの「指定学習項目」から

�項目を選択する。「指定学習項目」とは、�．軍事指

導者、�．征服とその影響、�．世界規模の戦争への動

き、�．権利と抗議運動、�．紛争と介入の�つで、そ

れぞれ異なる地域の�つの事例研究で構成されており、

選択した「指定学習項目」の事例研究は�つとも学習し

なければならない20)。ステップ�は、12の「世界史ト

ピック」21)から�項目を選択する。教師は、各トピック

で取り上げる例を自分の裁量で選択できる。ただし、ど

ちらのトピックも、複数の地域の例を使って学習しなけ

ればならない。ステップ�は、上級レベル（HL）で学

習するもので、日本語の評価では、「HL 地域選択項目」

としては「アジアとオセアニアの歴史」のみが提供され、

18のセクション22)の中から�セクションを選択して学習

する。

ここでは、ステップ�「世界史トピック」の「11．20

世紀の戦争の原因と結果」の『単元計画』の例を紹介す

る（後掲資料Ａ）。

なお、評価は、DP（ディプロマプログラム）では、

学校外で実施される IB による外部評価（external

assessment）、および内部評価（internal assessment）

の両方が実施され、外部評価のための提出課題は IB 試

験官が採点する。一方、内部評価のための評価課題は教

師が採点し、IB によるモデレーション（評価の適正化）

を受ける。

上級レベル（HL）、標準レベル（SL）ともに、生徒

は内部評価課題である「歴史研究」を完成させる。研究

の対象となる歴史のトピックは、生徒が自由に選択でき

る。

以上、DP（ディプロマプログラム）「歴史」の授業設

計に関してみてきたが、資料Ａの単元計画をみてわかる

ように、教師が一方的に知識を与えそれをひたすら暗記

すればいいのではなく、自ら問いを立て、その問いに対

する答えを自ら追求していくなど、大学生の卒論並みの
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学習が求められるのである。

次に、DP（ディプロマプログラム）「歴史」を援用し

た「授業案」を考えてみたい。なお、その際に、次期学

習指導要領で必履修科目として設置される「歴史総合」

を念頭に置いて提示したい。

� DP（ディプロマプログラム）「歴史」の授業を援用

した『日本史』の授業

この章では、平成25年度より文部科学省研究開発学校

の指定を受け、「地理総合」及び「歴史総合」のカリキュ

ラム開発・授業研究に取り組んでいる神戸大学附属中等

教育学校の「歴史総合」（単位数�単位）の実践23)を参

考に取り上げたい。まず、「歴史総合」の「目標」をみ

ると次のように掲げられている（下線は引用者）。

◇目標

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、現代世

界の諸課題を歴史的に探求したり解決したりする活動を

通して、グローバル化する社会の中で、広い視野と深い

思考力を持ち、持続可能で活力ある日本と世界の構築に

主体的に寄与できる有為な公民としての資質・能力を、

次の通り育成することを目指す。

⑴ 現代的諸課題の形成に関わる近現代の世界と日本

の歴史的展開について、「自由と制限」「富裕と貧困」

「対立と協調」「統合と分化」「開発と保全」等の歴史

的状況に着目しながら、一体的に理解することができ

る。

⑵ 近現代の世界と日本の歴史的展開に関する情報

を、調査や諸資料から効果的に読み取り、図表や文章

にまとめ、発表できる技能を身につけることができ

る。

⑶ 近現代の世界と日本の歴史的展開について、「近

代化」「大衆化」「グローバル化」による転換期を中心

に、単元の基軸になる問を設け、各種資料や社会的・

歴史的な概念的知識を活用しながら、比較による類似

と差異、因果関係などに着目し、歴史的事象の意味や

意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察する

ことができる。歴史的事象を長期的視点から捉え、公

正に判断し、効果的に説明・議論できる力を養う。

⑷ 近現代の世界と日本の歴史的展開について、歴史

的に形成された諸課題を主体的に追及、解決しようと

する態度を養うと共に、伝統文化を尊重し、持続可能

で活力ある日本と世界の構築に主体的に寄与できる有

為な公民としての自覚を涵養する。

下線部分をみると、先述した IB（国際バカロレア）

のDP（ディプロマプログラム）「歴史」が重視する、「史

実を学習するだけでなく、歴史的背景を踏まえて物事を

考え、歴史学的な研究のスキルを身につけるよう生徒に

奨励すること」、「特に、批判的思考のスキルを養い、歴

史に複数の解釈があることを理解すること」と重なって

いることがわかる（後掲資料Ａ参照）。IB（国際バカロ

レア）の教育手法を導入するにあたって、この神戸大学

附属中等教育学校によって示された授業実践は、大いに

参考となるものである。おそらく、今後、神戸大学附属

中等教育学校が提示された授業実践例がモデルとなって

いくのではないだろうか。ただ、研究発表会でも述べて

おられたように、他校での実践がどこまで可能である

か、といった汎用性の問題が考えられる。とくに基礎学

力の不足している生徒や学習意欲の面での課題が指摘さ

れる生徒の場合、資料（史料）を読んで自ら考えをまと

める経験の乏しい生徒にとってはかなりハードルの高い

実践のように思われる。試みに、筆者自身、現在勤務し

ている学校24)の日本史 Aの授業（単元「日清戦争」）の

際に、下記の神戸大学附属中等教育学校のワークシート

（〈資料①〉）を使って「朝鮮における『自主・独立』と

いう言葉はどういう意味で使われているか」を考えさせ

た。
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＜資料①＞清の李
り

鴻
こう

章
しょう

と、アメリカ公使ヤングの会話

（1883年 8月 8日）

李：知っての通り、日本は我が敵国だ。昨年の夏、日本が軍隊を朝

鮮に派遣したとき、日本とはいつでも戦争できた。私は朝鮮国

王の内政には介入したくないし、その自主を脅かしたくない。

ヤ：この問題の閣下（李鴻章）の考えは存じ上げている。清朝と日

本の間に理解が芽生えるという希望は絶やしてはいません。

李：それなら、日本に清朝の封土奪取をやめさせろ。それは（日本

が）先に台湾で試み、朝鮮でやろうとし、琉球でやってのけた

ことだ。清は琉球を欲していない。琉球の復位が望みである。

ヤ：それらの問題には別の側面があるとは思いませんか。清朝はそ

の不明瞭な政策で自ら争論と攻撃を招いてきたのではありませ

んか。どうして清朝は国境の確定をして領土を明確にしないの

ですか？そうすれば世界はそれを認めたはずです。にもかかわ

らず清朝は、属国であると言いながら統治の責任を放置してい

ます。日本が漁民殺害の報復で軍を出すと、清朝は慌ててお金

を出して撤退してもらった。もし、台湾が清朝の領土だとする

ならば、どうして外国軍隊の侵略という侮辱に甘んずるのか。

朝鮮も同じことです。アメリカの乗組員が朝鮮人に殺されたと

き、清に救援を求めたら「清は（自主を認める）朝鮮に責任は

持たない」といったではありませんか。なぜ領土を確定しない

のですか？

李：朝鮮の版図は確定している。清朝があってその朝貢国がある。

この朝貢国は自主（self governing）である。清朝皇帝への忠

誠は朝貢で表される。この儀礼を果たせば、皇帝はその内政に

干渉しない。しかし、その自立が脅かされれば、清は無関心で

いられないのだ。

ヤ：近代という時代に現在普及している文明に朝貢国なる制度はあ

り得ない。植民地というのは首都と同じで支配領域の一部なの

です。アメリカには多数の州があり、飛び地のアラスカもある。

しかし、如何なる外国であれ、非友好的な目的で兵士をアラス

カに一人でも置いたら、それはニューヨークに兵を一万人上陸

させる戦争と同義です。それが文明国のルールです。清朝もそ

れに従い版図を一元化し、世界に領土の境界を明確にすべきだ。

李：どうして、清朝と周辺諸国の間に長年存続してきた関係を外国

が破壊せねばならぬ。理由がわからぬ。どうして、どうして…。



この授業を行ったあと、生徒に感想を書かせたとこ

ろ、「いつも受け身の授業だけど、今日は自分達で考え

たりもできたと思う」、「全体的に内容が難しかった。教

科書をただ覚えるだけでは深い理解ができないと思っ

た」、「資料を読むとき、まとめるのが難しかった」、「話

し合って自分の意見を言うことで、より内容を理解でき

てよかった」、「何人かで話し合ってするのはわかりやす

かった」、「今日は何となくやけど、内容が頭に入ってき

た」、といった肯定的な感想が多くみられた。実際、授

業の様子を見ていても、普段は集中が持たない生徒もグ

ループ内で一生懸命発言していたのが印象的であった。

今回の授業によって、基礎学力の不足している生徒や学

習意欲の面で課題が指摘される生徒たちには、「自分達

で考える」授業はできないだろうという偏見は取り除い

ていかなければならないように思われる。

以下、「日露戦争」をテーマにした「指導略案」（資料

Ｂ）を提示したい。なお、この授業では「日露戦争は世

界にどのような影響を与えたのか？」を「本質的な問い」

として、教師からの一方向的な説明に終始するのではな

く、Power Pointを活用し、風刺画、写真、地図、文献、

DVD等の資料を用い、グループで「問い」の答えを見

いだせるような授業展開を行った。例えば、ビゴーの絵

からイギリスが日本を押し出そうとしているのが伺える

がそれは何故か、又、ポーツマス条約第�条の内容や、

兵力や軍事費を日清戦争と比較することによって、アメ

リカやイギリスの支援なしには戦争を始め、継続できな

かったこと、さらには何故アメリカやイギリスが日本を

支援したのか、何故「代理戦争」といわれるのか、といっ

たことについて考えさせた。さらに、ドイツ皇帝ウィル

ヘルム�世の言葉や後のインド首相ネルーの言葉から、

日本の勝利は世界にどのような影響を与えたのか、又、

国内に対する影響等を北沢楽天の風刺画や、衆議院議員

選挙法の改正等の資料を使って考えさせた。（「ワーク

シート」（資料Ｃ）は、神戸大学附属中等教育学校の「歴

史総合」の「ワークシート」を、一部生徒の状況に合わ

せて改変して使用した。）

� さいごに

今回、IB（国際バカロレア）DP（ディプロマプログ

ラム）「歴史」の教育手法を援用しながら、次期学習指

導要領の「歴史総合」の研究開発学校である神戸大学附

属中等教育学校の授業実践を参考に、ひとつの授業案を

提示した。基礎学力が不足し、知識が乏しい生徒であっ

ても、教師がうまくヒントを与えながら導いてやること

で生徒たち同士で学び合うこともできるように思われ

る。むしろそういう授業の方が生徒の興味関心を引き出

せるように思われる。そういう意味で、IB（国際バカ

ロレア）DP（ディプロマプログラム）「歴史」の教育手

法を、生徒の実態に合わせながら取り入れていくことに

積極的であっていいように思われる。「日本再興戦略

―Japan is BACK―」（平成25年�月14日閣議決定）に

よれば、「一部日本語による国際バカロレアの教育プロ

グラムの開発・導入等を通じ、国際バカロレア認定校等

の大幅な増加を目指す」として国際バカロレア認定校を

2018年までに200校を目標に普及に力が入れられている。

2017年�月�日現在、学校教育法第�条に規定されてい

る学校で、認定校となっているのは20校（�条校以外を

含めると46校、候補校を含めると約100校）で、その達

成に向け、さらに加速度的に認定校が増えていくと思わ

れるが、これまで述べてきたように、次期学習指導要領

の実施に向けて、IB（国際バカロレア）の教育手法を

一般の学校現場においても積極的に取り入れていくべき

であろう。ただ、論述であったり、発表、さらには自ら

「問い」を見出して探求するといった「主体的な学び」、

「深い学び」に至るには、取り組まなければいけない課

題が山積する。しかし、IB（国際バカロレア）の教育

手法は一部エリート校でのみ実施可能とはいいきれな

い。今後、基礎学力の不足している生徒や学習意欲の面

での課題が指摘される生徒であっても、「主体的な学び」

「対話的な学び」「深い学び」を引き出すことができるよ

う、IB（国際バカロレア）の教育手法を念頭において

更なる授業改善に取り組んでいきたい。また、年間を通

した授業案の開発、さらには評価に関しても研究を重ね

ていきたい。

注）

1）文部科学省「2030年の社会と子供たちの未来」（2015年

11月）

2）中央教育審議会（答申）「幼稚園、小学校、中学校、高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について」（2016年12月）

3）国際バカロレア・ディプロマプログラムにおける「TOK」

に関する調査研究協力者会議「国際バカロレア・ディプ

ロマプログラム Theory of Knowledge（TOK）につい

て」（2011年月）

4）津山直樹「国際バカロレアと学習指導要領のインター

フェイスの可能性―『逆向き設計』論による『日本史B』

の実践を事例に―」（東京学芸大学附属国際中等教育学

校研究紀要� 2013年�月）

5）半田淳子編著『国語教師のための国際バカロレア入門―

授業づくりの視点と実践報告』（大修館書店 2017年11

月）また、半田氏によれば、2016年12月21日付中央教育

審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい

て（答申）」には、「新しい学習指導要領においては、教

育過程を通じて、子供たちが変化の激しい社会を生きる

ために必要な資質・能力とは何かを明確にし、教科等を

学ぶ本質的な意義を大切にしつつ、教科等横断的な視点

を持って育成を目指していくこと、社会とのつながりを
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重視しながら学校の特色づくりを図っていくこと、現実

の社会との関わりの中で子供たち一人一人の豊かな学び

を実現していくことが課題となっている。」（下線部は半

田氏による）と記されおり、下線部は IB 教育の目指す

ものと共通していることが指摘されている。

6）青木一真「国際バカロレア教育の手法を取り入れた授業

―英語によるWorld Historyと日本語による日本史 B」

（歴史と地理 No. 691 2016年�月）。なお、ここでは

国際高校のレギュラー生を対象とした、IB の教育手法

を取り入れた英語による学校設定科目「world history」

の授業と、DP歴史を実施する前年に入学した IBコー

ス生を対象とした、日本語による日本史 B の授業の様

子が述べられている。

7）畑尻麻紀「生徒の問いから始める教科横断型授業の試み

―IB 調査研究・SGH 校の実践として―」（歴史と地理

No. 694 2016年�月）

8）森也寸司「共生社会の形成に必要な価値観を考える『倫

理』の授業―言語活動の充実図り(ママ)、自他の価値観を

批判的に検討する―」（服部俊之「『国際バカロレアの趣

旨を踏まえた教育の推進についての調査研究』について

の概要」所収 2012年）

9）津山直樹前掲論文

10）橋本直賢「国際バカロレア・ディプロマ・プログラムの

歴史教育―評価目標の分析からの一考察―」（早稲田大

学大学院教育学研究科紀要別冊23号―� 2016年�月）

11）道中博司「『国際バカロレア・中等教育プログラム』の

教育手法を取り入れた授業実践とその効果」（第24回英

検研究助成報告書（英語能力向上をめざす教育実践）

2012年）

12）井上志音「一条校における IBDP―TOK の趣旨を踏ま

えた国語教育の構想と展開」（FERI未来教育研究所紀

要(4) 141-150 2016年12月）。「教科横断を導入した国語

科探求学習の実践」（日本私学教育研究所紀要(53) 2017

年）。キャロル・犬飼・ディクソン、森岡明美、井上志音、

田 原 誠、山 口 え り か『「知 の 理 論」を ひ も と く

UNPACKING TOK』（伊藤印刷2017年�月）参照。こ

の他、中村純子『東京学芸大学平成27年度「特別開発研

究プロジェクト」活動報告 IB 教育における国語科授業

とアクティブラーニング（AL）に関する総合的研究』

（東京学芸大学 IB＆ AL研究会発行2017年�月）。半田

淳子前掲著書参照

13）矢野裕俊「国際バカロレアとの比較をとおしてみた高等

学校教育過程の現状と問題点」（武庫川女子大学大学院

教育学研究論集第�号 2012年）

14）梶木尚美「グローバルな課題についての探究学習―調査

結果をクリティカルに吟味する―」（大阪教育大学池田

地区附属学校研究発表会〔高校の部〕要項 2017年11月

18日）

15）半田淳子前掲著書

16）『国際バカロレア（IB）の教育とは？』（International

Baccalaureate Organization 2015年月改訂）

17）内藤満地子（半田淳子前掲著書 P 29）

18）『「歴史」指導の手引き2017年第�回試験』（International

Baccalaureate Organization 2015年月）

19）『「歴史」指導の手引き2017年第�回試験』P 11参照

20）指定学習項目：「�世界規模の戦争への動き」では、⑴

1931年から1941年にかけての日本の拡張政策、⑵1933年

から1940年にかけてのドイツとイタリアの拡張政策が事

例研究となっている。（『「歴史」指導の手引き2017年第

�回試験』P 22参照）

21）世界史トピックには、次の12のトピックがある。�社会

と経済（750-1400年）、�中世の戦争の原因と結果

（750-1500年）、�王朝と支配者（750-1500年）、�過渡

期の社会（1400-1700年）、�近世の国家（1450-1789年）、

�近世の戦争の原因と結果（1500-1700年）、�産業化の

はじまり、発展とその影響（1750-2005年）、独立運動

（1800-2000年）、�民主主義国家の発展（1848-2000年）、

10 独裁主義国家（20世紀）、11 20世紀の戦争の原因と

結果、12 冷戦：超大国間の緊張と対立（20世紀）（『「歴

史」指導の手引き2017年第�回試験』P 26参照）

22）HL 選択項目�：「アジアとオセアニアの歴史」には次

の18のセクションがある。�：貿易と交流：中世の世界

におけるシルクロード（750-1500年）、�：日本の武家

時代（1180-1333年）、�：東アジアと東南アジアの探検、

貿易、交流（1405-1700年）、�：ムガル帝国の隆盛と衰

退（1526-1712年）、�：東南アジアの植民地主義とナ

ショナリズムの発展（1750-1914年）、�：インド、アフ

ガニスタン、ビルマ（1750-1919年）、�：伝統的な東ア

ジア社会への挑戦（1700-1868年）、：オセアニアにお

けるイギリスの植民地主義とナショナル・アイデンティ

ティーの出現（1788-1919年）、�：東アジアの初期の近

代化と帝国の衰退（1860-1912年）、10：インドのナショ

ナリズムと独立（1919-1964年）、11：日本（1912-1990

年）、12：中国と朝鮮（1910-1950年）、13：東南アジア

における世界大戦の影響、14：中華人民共和国

（1949-2005年）、15：アジアの冷戦、16：1947年以降の

南アジアの発展と課題、17：第二次世界大戦後のオセア

ニアの発展（1945-2005年）、18：アジアの社会・文化・

経済の発展（中国、日本、インドを除く）（1980-2005年）

（『「歴史」指導の手引き2017年第�回試験』P 44〜P 53

参照）

23）神戸大学附属中等教育学校『平成29年度 文部科学省研

究開発学校「地理総合」「歴史総合」研究発表会』（冊子）

（2017年10月30日）、奥村暁「『歴史総合』に向けての実

践―神戸大学附属中等教育学校における『歴史基礎』の

試み―」（歴史と地理 No. 699 2016年11月）

24）拙考「昼夜間単位制高校（定時制課程）における社会科

授業の実践（Ⅰ）」（『教職教育センター紀要』第22号（関

西学院大学教職教育研究センター2017年�月））参照

追記）

脱稿後、広島大学「IB の理念を踏まえたカリキュラム・

授業・評価の開発的研究」チーム（代表 棚橋健治広島大学

大学院教育学研究科教授）による「国際バカロレアDP日本

語科目『歴史』授業の構想」という詳細な研究成果（教師用

ガイド及び生徒用資料集）のデータを戴いた。この研究資料

を踏まえ、更に研究を深めていきたい。

（あさい のぶお・大阪市立中央高等学校教諭）
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単元計画の例（SL/�年） （「歴史」教師用参考資料2017年第�回試験より）

世界史トピック11：20世紀の戦争の原因と結果

〇単元の説明

第一次世界大戦を引き起こした長期的要因、短期的要因、直接的・即自的要因

〇総括的評価

・資料に基づく小論文形式の問題

（1914年の第一次世界大戦勃発に先立って発生したさまざまな危機を扱った風刺画、文献、写真、地図または戦争計画な

どの分析）

・分析と探究に基づく小論文形式の問題

〇形成的評価

・時系列表の作成

（1871年から1914年までの主要な出来事、人物、危機、活動（経済、軍事、政治・外交、文化・民族主義、帝国主義に関

連するもの）が第一次世界大戦の勃発にどのような影響を及ぼしたのかを時系列に沿ってまとめる）

・列強国、セルビア、オスマン帝国、およびその他の重要な国家や人物についての分析

（注：生徒をいくつかのグループに分け、各グループで異なる国家や人物を担当する）

〇主な学習目標（単元の終了時までに生徒が学ぶ主な内容、スキル、概念）

M学習する内容

・1871年から1914年の間に起こった主な出来事と危機についての知識

・1914年の「�月危機」の時系列の流れ

・1871年から1914年までに主要国の間で形成された同盟関係についての知識

―同盟や協商はそれぞれどのようにして、なぜ結ばれたのか。また、これらにはどのような強みや弱みがあったか。

M生徒が習得するスキル

・1914年の第一次世界大戦勃発に関する歴史的証拠を調査、収集、分類する。

風刺画、写真、地図やその他の主要な資料を分析する。

・第一次世界大戦の原因とされる歴史的根拠が当時の列強国によって違っていることを認識する。

・各国が提示する資料の主観的な性質、バイアス、限界について理解したうえで、歴史的根拠（の出所、目的、価値、

限界）を評価する。

・第一次世界大戦に関連した危機それぞれの因果関係、連続性、変化、発展について、認識、理解、分析、解釈する。

異なる危機の間の類似点と相違点についても考察する。

・「誰が」、「何を」、「いつ」、「どこで」、「なぜ」、「どのように」、「もし〜なら」、などの問い、もしくは仮説を立てる。

さらに、歴史的証拠を使ってこれらの問いに答え、仮説を検証する。このような作業を通じて、歴史に対する自分の

考えをまとめ、表現する。

・自らの探究を深めるため、歴史的根拠となる複数の資料を客観的に扱い、統合する。

データをまとめ、歴史的根拠に基づいて結論を導く。

M生徒が理解する概念

・因果関係；短期的要因と長期的要因

・視点

〇探究のための問い

上に挙げた「主な学習目標」を問いの形式に変えて、以下に記入する。

問いは、生徒の「答えようとする意欲」をかきたてるようなものとすることが望まれる。

また、上記の「主な学習目標」に直接関連しなくても、単元の探究を深めることにつながる問いがあれば追加する。

・1914年以前に紛争が起こらなかったのはなぜか。（特に1911年、1908年、1904年、1898年、1889年）

・1914年の戦争の勃発は、1871年から1914年までに起こった出来事の必然的な結果であり、避けることのできないものだっ

たのか。

・1914年に起こった戦争を単なる地域紛争（第三次バルカン戦争）以上のものにしたのは何だったのか。

・第一次世界大戦は、不運な出来事が重なった結果として起きた、誰にも責任のない戦争なのか。

それとも、ヴェルサイユ条約の戦争責任条項（231条）が正しいのだろうか。もし、誰の責任でもないのだとしたら、戦

争の勃発と拡大を招いたものは何だったのか。

・もしイギリスが1904年に望みどおり三国同盟側に加わっていたとしたら、1914年に起きた出来事にどのように影響して

いただろうか。

・1914年に起きた第一次世界大戦は、本来なら「単なるもう�つの危機」であったはずが、危機を何度も繰り返してきたヨー

ロッパがついにこれ以上の危機に対処することができなくなった結果として生じたものだろうか。

・同盟体制はどのようにして「平和の時代」と「戦争という結末」の両方をつくり出したのだろうか。

資料Ａ【単元計画の例】世界史トピック11：20世紀の戦争の原因と結果
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ね
ら
い

資料

◎日露戦争は世界にどのような影響を与えた

のだろうか？

教師の指示・発問

・日露戦争から、世界の変化を考察できるT：学習課題を提示する

S：学習課題を確認する

指導上の留意点・評価教授・学習活動

展

開

振
り
返
り

・日本の勝利は諸外国にとって貿易上の利

益となることを理解する

・朝鮮をめぐって日本と清国が戦い、ロシ

アも機会をうかがっている

・1896年に中東鉄道の敷設権を獲得、1898

年には旅順・大連の租借権、中東鉄道南支

線の敷設権を獲得

・列強により中国の分割が行われたこと、

それにより中国の弱体ぶりが露呈したこと

を理解する

・NHK番組「10min」の「日露戦争」（約

10分）を観る。それにより、日露戦争の流

れを把握する

・日露戦争前の国際情勢を描いている

・問い：イギリスは、日本を押し出そうと

しているのだろうか、それとも止

めようとしているのだろうか。

・ポーツマス条約第�条を読み、書かれて

ある内容を理解する

・日本の後ろにイギリスとアメリカが、ロ

シアの後ろにドイツとフランスが控えてお

り、「代理戦争」であったことを理解する

・なぜ、イギリスやアメリカは日本を支援

したのか、なぜ日本は戦争を継続すること

ができたかを説明できる

・不平等条約の改正、・非常特別税法が恒

常化、・衆議院議員選挙法が改正され、選

挙人の数が1.6倍増えたことを理解する

・日露戦争の勝利がアジアの国々、及び欧

米諸国に与えた影響を説明できる

・本時の内容を振り返る

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

T：資料提示、発問する

S：資料を見て確認する

（隣同士で確認）

T：資料提示、発問する

S：資料を見て考える

（隣同士で確認）

T：資料提示、発問する

S：資料を見て考える

（隣同士で確認）

T：絵を提示、発問する

S：絵を見て考える

T：説明する

T：説明する

S：DVDを観る

T：絵を提示、発問する

S：絵を見て考える

T：説明する

T：発問する

S：考える

T：発問する

S：考える

（隣同士で確認）

T：発問する

S：考える

（隣同士で確認）

T：発問する

S：考える

（隣同士で確認）

T：発問する

S：資料を読んで考える

（隣同士で確認）

T：投げかける

S：考えてまとめる

まとめたことを文章

化する

（隣同士で確認）

N日清戦争により東アジアはどう変化した

か？

N次の絵は何を描いたものか。また、ここで

いう「漁夫」とはどの国のことだろうか？

Nロシアの中国進出は日本および他の国々に

どのような影響を与えたか？

N次の絵は何を描いたものか？

N日露戦争の勃発

N次の絵はどういう状況を描いたものか？

N日露戦争で日本はなにを獲得できたのか？

N日露戦争は代理戦争と言われるのはなぜ

か？

N日露戦争はどんな戦争だったのか？

N日本はなぜ、戦争を始め、継続することが

できたのか？

N日露戦争で日本の国内ではなにが変化した

のか？

N日露戦争は世界の他の国々にどういった影

響を与えたか？

N日露戦争は世界にどのような影響を与えた

のだろうか？

Nこれから日本はどのような道を進むのか？

復
習

資料Ｂ【指導略案】

単元：日露戦争
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資料Ｃ
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